
(法第 28条第 1項関係 「前事業年度の事業報告書」)

第 1号議案
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令和 5年度の事業報告書
令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日 まで

NPO法 人チーム 1.5おおいた
事業の成果

(1)2021年 NPO設 立 し 2022年度 は事業 の継続 に重 き を置 き 1年 間活動 を して きま した。
2023年度はチームの皆様の積極的な参加により充実した事業ができ、2024年度のステップアップヘ向け

て基礎ができたと思います。

(2)県受話事業 「子ども探検団」2021年までの思い出作りから、2022年度は ESD(環境教育)へと舵を切り
2023年度はさらにステップアップしました。

・2022年参加 した中学生が 2年生になり班長とし環境を考えるリーダー育成の継続。
。ワークショップにより他の人の意見を聞き自分の意見言い、クリ>ィ カルシンキングし作りあげ

たものを、皆で発表する積極的な仲間つくりへ。

・残したい自然を知る、持続可能なエネルギーがあることを知る。

今年は田んばに入り水生生物を知る、おにぎり山ワークラジーで仲間と一緒にという達成感を知るこ

とができたと思います。知る事から行動変容へつなげることができたのではと思います。

・2022年度から始めた事後研修により保護者を巻き込み温暖化防止を家族ぐるみで進めることが着実に

成果を上げていると確信します。

(3)県受託事業 「温暖化防止対策講座」

・リアルと会場のハイブリッドで開催しました。

・本年は 5回を計画していましたが 4回にとどまりました、しかし色々な角度から地球環境、温暖化を

見ることができたのではと思います。継続的に受講する人もできました。

(4)イ ベント事業

・チームの皆様の積極的な参加によリアースデイおおいた、アースデイ中津、うつくし感謝祭、

ビーチクリーンを実施することができました。

今年度は NPO博に参加することができました。

ビーチクリーンにボーイスカウトが参画するようになり、清掃後の生態系や海洋ごみについて

の学習会も充実してきました。

・ス トップ温暖化アクションを大分駅北日で実施、 1回 しかできなかったことは残念です。

(5)法人化から 1年半着実に認知度を上げ、県との連携も手ごたえを感じています。

(6)ホームページは岩本さんの努力により進んでいます。

脇谷さんによリインスタとFacebookの発信が出来るようになりました。

(7)パンフレットの更新に着手開始、2024年度には入会したくなるようなパンフレットの

作成を実施 したいと考えます。

来年度はさらなる脱炭素の普及啓発をはかり、より多くの人への持続可能な社会への行動変容をすすめ

ていきたいと考えます。
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2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事 業 名

(定款に記載

した事業)

具体的な事業内容

(A)当該事業の

実施 日時

(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数

(D)受益対象

者の範囲

(E)人数

事 業 費
の金額

(単位 :

千円)

①地球温暖

化防止策や

気候変動適

応策等に関

す る総合的

な対策事業

1,大分県委託事業
①子ども探険団事業 パー ト1
夏休みこども地球教室 2024
「踏み出そう一歩 地球の未来の為に」

小学生 :24名  中学生 :7名
高校生 :4名 大学生 3名
大人 :9名

県立九重青少年の家
九重ふるさと自然学校

鳴子川水力発電所

※昨年参加の 6年生 (現在中学 1年)を
班長 とし、継続的な環境教育の第一

歩を踏み出す

〕

・夏体みこども地球教室事後研修

夏体み地球教室参加の小中学生 と保護

者を対象に開催
・振 り返りと行動変容を考える

(A)3/23-8/25
2泊 3日

(B)リ アル開催

(C)8名

ゞ

(A)9/3

(B)ジ アル開催

(C)7名

(D)大分・別府

市 小 学 5年
生 。6年 生
中学 1年生 。2
年生、高校生

(E)47名

(D)大分・別府

市小学 5・ 6年
生 中学 1年
生と保護者

(E)40名

610
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②地域社会
へ地球温

暖化 防止

等 に関す

る調 査研

究情報提

供事業

②子ども探険団事業パー ト2
「親子で自然観察会」

食育学習
カレーライス作成 し野菜の切 りくず

はコンポス ト化、食品ロス “0"の
実践をしました。

野口ふれあいセンターか ら別府公園

まで歩いてゴミの収集

別府公園にて自然観察指導員、江口

初男氏と堀英樹氏により指導を受け

る

(A) 12/17

(B)別府公園

(C)4名

(D)大分 。別府

市 の 小 学 校

5、 6年
その保護者

(E)25名

1.ホームページのリニューアル

SNSに よる情報提供
(A)通年
(B)イ ンターネット上

(C)3名

(D)主に大分県

内

(E)不特定多数
1002,大分県委託事業

地球温暖化防止対策講座 (4回 )
① 「農業で二酸化炭素削減」

上映会&辻信一講演会開催
「君の根は」上映会

翻訳者 (配給元):

辻信一氏の講演とトークセッション

参加者数 会場 :28名 オンライン :6
名

司会 :宇都宮陽子

② 「SDGsと 温暖化」
トークセッション
「私たちにできる事は」
コーディネーター

APU教 授 須藤智徳氏
参加者
九州大学 高田陽平氏
(FFF福岡メンバー)

大分大学 高橋俊二朗 (学生)
大分県地球温暖化防止活動推進員

APU 宗田佳典 3回生
ほか学生数名 参加
司会 :宇都官陽子

③ 「食」から考える環境のおはなし

～バナナとパームオイルの事例から～

講師 :特定非営利活動法人 APLA

事務局長 野川 未央 氏
司会 :宇都宮陽子

※フー ドドライブ開催

(A)6/25
(B)ジ アル&オンライ
ン開催

(C)10名

(A)8/27
(B)リ アル&オンライ
ン開催

(C)8名

(A) 10/21

(B)リ アル&オンライ
ン開催

(C)8名

(D)全国環境関

係者

(E)会場 :

28名

オンライ ン :

6名

(D)全 国環境
関係者

(E)会場 :

25名
オンライ ン :

3名

(D)全国環境関

係者

(E)会場 :

20名

オンライン :
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③地球温暖

化防止 活

動ネ ッ ト

ワー ク推

進及 び提

言 コーデ

ィネ ー ト

事業

④種はだれのもの

～温暖化でどうなる?～
講師 :大分大学 (経済学部准教授 )
小山敬晴氏

14:45・ …会場とオンライン参加者
によるトークセッション
「私たちにできる事はJ

司会 :宇都宮陽子

※フー ドドライブ開催

(A)2024  1/21
(B)リ アル&オンライ
ン開催

(C)8名

(D)全国環境関

係者

(E)会場 :

20名

オンライン :

8名

計 218名

5名

3.ス トップ温暖化アクション

・ゴミ拾い同時開催 「拾 う人は、捨て

ない人」アピール

・プラカー ド等によるアピール

(A) 9/23

(B)大分駅北日

(C) 8名

(D)主に大分市

民

(E)200名

1-1.アースデイおおいた共催事業
「つどう。つながる 。ひろがる」
。ブース出展、野鳥観察
。前日の準備、後片付け
。机、椅子、テント等道具の搬送
・実行委員会参画
・積水ハウス別出店
・ペ ットボ トルキャップ・鍵盤ハーモ

ニカ蒐集
・ うちエコ診断 綿末氏
1-2.ア ースデイおおいた 2023秋共
催事業

大分県建築士協会フォーラムと共催

(A)5/14
(B)別府公園

(C)店舗 7名
実行委員会 6名

(A)11/11

(B)ビエコンプラザ

芝広場

(C)店舗

実行委員

(D)主 に別府市

民

(E)2,888名

(D)県内市民

(E)400名

2.行政等主催イベント交流

(1)う つくし感謝祭 出店
。「拾う人は、捨てない人」アピール
・ SDGsア ピール
・脱炭素アピール

・ うちエコ診断  加藤
(2)中津アースデイ 出店
。うちエコ診断   綿末氏

(3)NPO博 (大分市)
。「拾う人は、捨てない人」アピール
・ うちエコ診断 溝都氏

(A) 10/28

(B)大 分市いこいの道

広場

(C)9名

(A) 11/19

(B)中津市大貞公園

(C)4名
(A) 11/20

(B)大分市祝祭広場

(C)2名

(D)主 に大分市

民

(E)約 200名

(D)主に中津市

民

(E)約 120名

(D)大分市民

(E)約 200名

3.ク リーン大作戦 (6+2回開催 )

溝部学園ボランティア部共催
ボーイスカウト 亀川カメ々くらぶ
一般市民 NPO法人自立支援センターお
おいた
。清掃後にプラゴミ、海の生態系の学

(A) 4/25,5/28,9/18,
10/1,11/5,12/7,2/4,

3/8

(B)別府海岸
スパビーチ、関の江海

岸

(D)主に別府市

民、大分市民

(E)157名

45
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④そのほか

法人 の 目

的 を達成

す るのに

必要 な事

業

習会 講師 :田代紀子氏
(海洋雑誌編集者 )

松岡・別大マラノンウ

ォークにて

大分駅北口広場等

(C)30名 (延べ 4回 )

3.3Rと 国際貢献活動支援
・モリンガ支援

鍵盤ハーモニカ蒐集等
・ペットボ トルキャップ蒐集

世界の子どもたちにワクチンを !

21,250個 10人分のワクチン

(A)通年
(B)大分・別府市内

(C)3名

(A)通年
(B)大分市内・別府市

(C)3名

(D)大分・別府

市内

(E)不特定多数

(D)大分・別府

市内

(E)不特定多数

1.気候変動カレンダー未作成 (D)大分県内

(E)不特定多数

0

2.各種ノベル>イ未作成
チームパンフ未リニューアル

(D)大分県内

(E)不特定多数

3.う ちエコ診断
・ うちエコ診断 :123件
・チーム 3名体制となる

(A)6～ 3月
(B)県内

(C)3名

(D)大分県内

(E)60件
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2号議案

1,受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

2.受取寄附金
受取寄附金

3.受取助成金等
受取民間助成金

4.事業収益
①地球温暖化防止策や気候変動適応策等に関す

る総合的な対策事業
②地域社会へ地球温暖化防止等に関する調査研

究情報提供事業
③地球温暖化防止活動ネットワーク推進及び提言

等コーディネート事業

④そのほか法人の目的を達成するのに必要な事業

5,その他収益
受取利息

雑収益

活動計算書

令和5年 (2023)年4月 1日 から令和6年 (2024)年 3月 31日 まで

NPO法人チーム1.5おおいた

I

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1.事業費
(1)人件費

給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費計

(2)その他経費
地代家賃
消耗品費
水道光熱費
旅費交通費
通信運搬費

印刷製本費
賃借料
会議費
研修費
保険料
雑費
広告宣伝費
書籍購入費
支払手数料

104,145

2,614

24,548

612,341

目 金  額

44,000
0

44,000

4.000

4,000

0

0

600,000

202,900

173.244

100,000

1,076.144

1

16,870

16,371

1,140.515

58,000

58,000

1,695



食糧費
諸謝金
その他経費計
事業費計

2.管理費
(1)人件費
給料手当

法定福利費
福利厚生費
人件費計

(2)その他経費
消耗品費
旅費交通費
通信運搬費
書籍購入費
研修費

雑費
支払手数料
諸謝金

897 188

その他費用計
管理費計
経常費用計

当期経常増減額

税引前当期正味財産額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越財産額

1 4

955,188

3,470

22,000

61,240
20,960
550

26,132

13 52

134`352

110891540

50,975

50,975
0

501975
248、 144 248,144

299・ 119



NPO法人チーム■.5おおいた

令和5年度「特定非営利浩動に係る事業」会計貸借対照表
(報告式)

令和6年 3月 31日 現在

科 目 ・ 摘 要

299,119

7,089

9,776

273,244
9,010

299,119

248,144

50,975

299,119

(流動負債合計 )
2固定負債    .

(固定負債合計)
(負債合計)

Ⅲ 正味財産の都
前期繰越正味財産 :

当晋躙 卸 抑
. (負債及び正味財産合計)

I 資産の部
1流動資産
小日現金
普通預金
未収入金
前払費用

(流動資産合計 )
(資産合計) ヽ

I負 債の部
1流動負債
未払金
預り金



NPO法人チーム1,5お おいた

令和5年度財産目録
(法人一括 )

令不日5年4月 1日から令不日6年 3月 31日

科 目 ・ 摘 要

7,089

9,776

273,244
9,010

299,119
299,119

0

299,119

(流動負債合計)
2固定負債

正味財産

I 資産の都
1流動資産

現金
普通預金
未収入金
前払費用

現金手許有高
豊和銀行明野支店
大分市1%事業他 2イ
次期会議室代

(流動資産合計)
(資産合計)

Ⅱ 負債の部
1流動負債

未払金
預り金

(固定負債合計)
(負債合計)

299,119



計算書類の注記

NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NPO法人会計

NPO法人チーム1.5おおいた
.重要な会計方針
財務諸表の作成は

基準協議会)1こよつています。

2.事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下のとおりです

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品…・最終仕入原価法

(2)固定資産の減価償却の方法
該当なし

(3)引 当金の計上基準

該当なし

(4)施識の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当なし

(5)ボランティアによる役務の提供
該当無し

(6)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっています

科  目

年計 合計

I経常収益

1受 取会費
2.受取寄付金

3受 取助成金等
4,事業収益

5,その他収益

経常収益計

Ⅱ経常費用

(1)人件費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

地代家賃

消耗品費

水道光熟費

旅費交通費

通信運搬費

印刷製本費

賃借料

会議費

研修費

諸会費

保険料

租税公課

業務委託費

雑費

広告宣伝費

書籍購入費

交際費

支払手数料

材料費

食糧費

語謝金

その他経費計

経営警 用計

0

0

300,000

300,000

870

0

0

0

100,000

15,500

0

0

200,000

2,900

9

0

0

0

173,244

0

g

500,00G

576,14瑠

16,37C

44,000

4,000

0

0

1

44,000

4,000

500,000

576,144

16,371

600.870 115.500 202900 173214 1.09251コ 48001 1 140515

53,000

0

0

0

0

,000

0

0

0

58,00C

0

℃

℃

58,000

53.000 0 5000 0 58000 Ю 58000

0

5,900

0

2,614

0

17,160

0

0

0

0

0

0

0

397,921

0

0

0

770

0

0

64,000

4,618

0

0

0

0

0

0

0

,900

0

0

0

925

0

0

)84587

180,91

0

98,245

0

0

0

2,770

0

0

0

0

0

0

0

1,609

0

0

0

0

0

0

0

0

104,145

0

2,614

0

24,548

2,34

1 ,695

0

0

151,845

C

26,13つ

C

Ю

3,470

0

Ю

0

61,240

0

0

0

0

20,960

0

22,000

0

550

0

0

0

0

130,277

0

2,614

3,470

24,548

0

0

61,240

0

0

0

0

633,301

0

22,000

0

2,245

0

0

151,845

0

488.365 125288 180911 102624 897188 1341よ 5⊇ 1 031 640

4ヽ1 R65 955,188 134352 1,089!540

当期解常鰭減箱 ら9505 -9788 70620


